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　池上敬一先生（獨協医科大学越谷病院救命救急
センター）と私は、日本医療教授システム学会の今後の
活動の指針を得るために、3月26日にスタバンガー市に
あるSAFERを訪れた。
　二次救命処置（ALS）コースでのMiniAnneを用
いたBLS練習の場面を見学。スクリーンに映し出された

映像に従い、23名の医師受講生がBLS練習をしていた
が、その場にインストラクターはいない。Laerdal Norway
のHarald Eikeland氏は、成人学習理論に基づき
MiniAnneを開発したと説明した。
　学習者は自己の状態を分析、目標との差を認識
し、それを目指して自分の学習スタイル、学習速度
で学ぶものである。そのような学習を実現するのが
MiniAnneキットだ。欧州ではMiniAnneを用いた自
己トレーニングで地域の蘇生率向上を目指している。
このキットを制作者の意図に沿って用いるには、学
習者にも指導者にも成熟した成人学習文化が求め
られる。
　医療従事者は医科学の知見をたくさん教育した
いと願いがちであり、多くの内容をアルゴリズムに盛

り込もうとする。しかし教育学者であるEikeland氏
は「学習者に配慮して、アルゴリズムは単純化すべき
だ」とアメリカ心臓協会（AHA）に主張し続けた。そ
の結果、国際ガイドラインG2000では以前に比べ、
アルゴリズムが単純化したという歴史秘話に触れた。
　ノルウェー蘇生協議会のALSコースでは、シミュ
レーション後のディブリーフィングに長い時間をかけ
ていた。学習者はこの過程で自己の洞察を得て、目標
へ近づくことができる。この場面での指導者にはファ
シリテーションの能力が必要であり、単なるスキル訓
練ではなく、医療チーム力の向上にはファシリテータ
養成が鍵となる。
　この見学を通じてレールダルは蘇生率向上を目指
す、医療教育の会社だと改めて認識した。

Laerdalの今をお伝えします。

Real  TIMES.
救急医療のリアル・ニュース。

V o i c e . シミュレーションに携わる先生方の生の声をお届けします

SAFER見学と
欧米の蘇生率向上について

筑波大学

松本 尚浩先生
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● SimTiki ホームページ　http://simtiki.simmedical.com/

●日本医療教授システム学会（JSISH）
　 http://www.asas.or.jp/jsish/index.html

●WISERホームページ　http://www.wiser.pitt.edu/


